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後期試験の注意事項 ※スクールガイドのp17～p19およびp47～p48参照

① 後期試験の日程は次の通りです。
日曜本試験 火曜本試験 追試験

第１日目 １月２０日（日） １月２２日（火） １月２４日（木）
第２日目 １月２７日（日） １月２９日（火） １月３１日（木）
第３日目 ２月 ３日（日） ２月 ５日（火） ２月 ７日（木）
再試験 ２月１７日（日） もしくは ２月１９日（火）
再々試験 ２月２１日（木）

② 後期試験の時間割はスクールガイド（ｐ４７～４８）に掲載されています。
・試験を実施する教室は試験当日の朝、１Ｆのエントランスホールに掲示しますので、
少し早めに登校し、各自確認してください。

③ 後期試験は、後期のレポートがすべて合格し、年間最低出席時間数の条件を満
たしていないと受験できません。
・受講している科目すべてのレポートを確認してください。
・未提出や不合格のレポートがある場合は、受験することはできません。

④ 本日、スクールガイド巻末の「後期試験受験届(桃色)」を提出してください。
・受験する科目が、試験時間割表の同時間帯に２つ以上重なった場合は、右側に記載されて
いる科目を「重複科目名」の欄に書いてください。

・「芸術科目」が重なる場合は、
「芸術」と「他教科科目」⇒「他教科科目」を「重複科目名」の欄に
「音楽」と「書道」 ⇒「音楽」を「重複科目名」の欄に
「音楽」と「美術」 ⇒「音楽」を「重複科目名」の欄に
「書道」と「美術」 ⇒「美術」を「重複科目名」の欄に 書いてください。

・12月16日及び18日のＬＨＲ欠席者は「後期試験受験届」を12月25日(火)までに
担任まで必ず郵送すること。その際、レポート提出用封筒の科目名の欄に「後期試験受験
届」と記入すること。

・都合により受験日を変更（日→火、火→日）したい場合は「受験日変更願(緑色)」を
12月25日(火)までに担任まで提出すること。

・登録した曜日と異なる日に受験することはできません。
・日曜･火曜の本試験を受験できない場合は「追試験願(黄色)」を提出すること。

⑤ 試験当日は遅刻をしない。
・5分以上遅刻した場合は、その科目の試験は受けられません。ホームルーム担任に連絡し
てください。

・試験時間内の途中退出はできません。

⑥ 試験中は不正行為を絶対にしない。
・身分証を必ず携行し、机上に出しておくこと。携帯電話の電源を必ず切ること。
・教室内の座席は自由ですが、前後左右を空けて着席すること。
・机上は、身分証と筆記用具（鉛筆・消しゴム）のみにしてください。
・所持品はすべてかばんの中に入れてください。（かばんは机の下に置きます。）
・不正行為があった場合は、その科目は失格となります。

⑦ 試験は３０点以上で合格です。
・本試験及び追試験に、不合格または欠席した生徒は、再試験を受けること。
・再試験に、不合格または欠席した生徒は、再々試験を受けること。

⑧ 本試験の答案は、２月７日（木）午後にまとめて発送されます。
・答案を受け取ったらすぐに、全科目合格できたかどうかを確認してください。
・不合格の科目や未受験の科目があった場合は、「再試験許可通知」を確認し、
2月12日(火)までに「再試験届(水色)」を担任まで提出してください。
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●本試験後の日程やそれぞれの注意点を

よく確認してください●

本試験の答案返却からの日程

２月７日(木)午後：答案発送
不合格科目が
あった場合

｢再試験届｣提出：２月１２日(火)必着
注）４科目以上ある場合は日・火に分けることもできます。
注）必ず１時間目から受験するように記入します。

２月１７日(日)・１９日(火)：再試験受験
・遅刻の場合はその科目は未受験扱いです。
・受験当日に試験結果を確認してから帰宅します。

不合格科目が
あった場合

２月２１日(木)：再々試験受験
・１時間目から受験します。
・試験結果を確認してから帰宅します。
・不合格の場合、単位修得はできません。

不合格科目が
あった場合

単位未修得
・次年度受講し直します。

卒 業 式 or 修 業 式
３月４日(月) ３月１０日(日)・１２日(火)
８時５０分登校 ９時登校（各ＨＲ）
１０時開式

すべて合格
した場合

すべて合格
した場合

合格した
場合

９日(土)までに
自宅に届きます

今後の日程をお知らせします。必要な手続きをしないと学習継続ができなくなり、状況によっては除籍と

なることもあります。シラバスをよく読んで、受講する科目をしっかり選びましょう。

◇第１回 １２月１６日(日)・１２月１８日(火) ＬＨＲ(６時限目)

･次年度受講の説明及び次年度受講申込書の記入は終了しました。

◇第２回 ２月３日(日)・２月５日(火) 後期試験４時限目

◇第３回 ３月１０日(日)・３月１２日(火) 修業式ＬＨＲ

◇第４回 ４月 日(日)・４月 日(火) 始業式ＬＨＲ

・次年度受講の仮決定（受講科目の選定・仮決定）

・次年度受講申し込み（受講科目の決定、受講科目届の提出）

・受講手続き（受講料・諸会費納入、教科書・学習書購入）

次年度受講継続手続きについて
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１・２・３年次生へ
就職？進学？専門学校がいいかな？大学に行けるかな？

などと卒業後の進路で悩んでいる人たちも多いと思いますが、卒業予定の先輩達は７月か

ら就職活動や受験勉強に頑張ってきました。その成果として１２月までに就職内定者が８

名、大学推薦合格６名、専門学校合格４名となっています。大学受験の本番はこれからで

すし、高校求人はまだ続いています。まだ多くの先輩の進路が次々と決まって行くことで

しょう。

その進路について、皆さんも考えてゆかなくてはなりません。実際には４年次になって

からでは遅い場合もあります。進路に合わせた科目選択など、１年次の時点で決まってい

ないと進学もままならない場合もありますよ。

その心構えを頭に入れておきましょう。

さらに！ そして！

就職の場合でも「小論文」や「一般常識問題」が課せられる場合があります。小論文な

どは十分に練習しておかないと、本番で書くことはできません。１日や２日で書けるよう

になるものでもありません。次年度は「進路講座」に参加して先生の指導を受けるなどの

対策を考えておきましょう。

進学のための勉強を進める場合に、通信制では開講していない科目を定時制で受講する

ことも可能です。早めに進学希望の学校を見つけて、受験に合わせた受講科目の設定を考

えましょう。１年の時から始めればｇｏｏｄ！ですよ。

就職希望者
どのような職種があり、自分がどのような

仕事に就きたいのか、今のうちに考えておき

ましょう。

自宅から通える範囲か、下宿なのか。製造

なのか営業か、建築、販売なのか。食品、機

械、調理、運搬なのか。など、考えておくこ

とはたくさんあります。さらに、会社によっ

ては運転免許が必要な場合もあります。いつ

免許を取るのかの計画も必要です。

今年度に出た求人は保存されています。ど

のような会社があるのか知りたい場合には、

担任に申し出て、見せてもらいましょう。

進学希望者
進学の場合、まずは大学に行くのか専門学

校に行くのかを決めなければなりません。

大学と専門学校では、受験活動が異なって

います。大学では受験科目を勉強することが

中心となり、専門学校では学校説明会やオー

プンキャンパスに足を運ぶことが大切になり

ます。大学でも一度くらいキャンパスを訪れ

ておくことが大切になります。

特に大学の場合は、文系と理系で勉強に必

要な科目も異なります。それに合わせて科目

を選択したり、進路講座に参加したりするこ

とが大切です。

新年度の求人票は７月１日には閲覧が可能

となりますが、そこで迷っていたら時間が無

駄になります。

７月中旬には企業見学を始めて、８月には

書類を作成し、９月には応募しなくてはなり

ません。休んでいる暇などありません。

そして、応募するためには成績も良く、欠

席の少ないことが条件になります。学校の活

動に積極的に参加していることも採用のため

には必要項目です。活動も出来ない人が仕事

などできませんからね。

思い当たる節はありませんか？今からでも

学校の活動に参加しておきましょう。

自分の学力を知っておくことも必要になり

ます。実力に見合った学校でないと、合格も

できないし、万一入学できても大学の勉強に

ついていけなくて退学、なんてことになりか

ねません。

そのためには実力判定の試験を受けておき

ましょう。模擬試験の連絡は行っています。

進学希望の気持ちが少しでもあるのなら、

担任に申し込んでおきましょう。試験の申込

みがある場合に、必ず教えてくれます。

勉強するにも自宅より学校の方が集中でき

るのなら、毎日学校に登校することもできま

すよ。


